
Apr．2023─ 114 ─

隣に伝えたい

　　新たな言葉と概念

隣に伝えたい

　　新たな言葉と概念

【PFA】
英　Psychological First Aid
和　サイコロジカル・ファーストエイド：心理的応急処置
略　PFA

　PFAは危機的な出来事に直面し，苦しんでいる人々への対応である．PFAは一般名称であり，その歴史
は1940年代に遡るとされる．現在，20以上存在するPFAの中で，代表的なものが米国のThe National Child 
Traumatic Stress Networkが作成したものと，WHOと国連関係機関が作成したものである．本邦では，阪神・
淡路大震災やその後の東日本大震災を経て，災害時の心理的支援が注目されるようになり，その中でPFA
も現場で活用されるようになった． 
　PFAは専門家だけが行えるような特定の技法を示す言葉ではない．トラウマのみに焦点を置かず，「見る」

「聴く」「つなぐ」とその「準備」をしておく，というのが中心となる活動原則である．非常にシンプルなも
のである．しかし，シンプルだからこそ普遍性があるとも言えるだろう．
　PFAの治療的メカニズムは，体のケガと対比してイメージすると分かりやすい．体のケガをしたとき，
応急処置としてまず汚れを落とし，清潔を維持して，良い環境で保護する．軽いケガの場合，それで治癒す
る．最初から手術を要する人ばかりではない．また，手術を要する人であっても適切な応急処置が悪影響を
及ぼすということはなく，むしろ基盤になるものであろう．また治癒するのは，人間に自然治癒力が備わっ
ているからであるが，心もそれと同じと言える．衣食住や大切な情報を得られるといった基本的なニーズが
満たされ，適切な支援を受けられる状況にあれば，ストレスによる症状は多くの場合，回復していく．その
中でも回復が困難な場合にのみ，専門的精神保健サービスを加える．体のケガであっても，心のストレスで
あっても，専門的で侵襲性のある治療の前に誰もができる大切なことがある． 

その他必要事項（本用語とつながりの深い専門分野，関連学会など）：
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